
賞 作　　　　　品 学　　校　　名 学年 姓

1 最優秀賞 名月を見ても分からぬ円周率 県立浜北西高等学校 2 幸田

2 ソーダ水耳を澄ませば波の音 常葉大学附属橘高等学校 3 繁田

3 君の側蚊取り線香置いておく 県立天竜特別支援学校高等部 2 村松

4 教科書のしわを増やして夏終わる 桐陽高等学校 1 小松

5 桜舞うそれぞれの道歩む時 県立浜松湖北高等学校 2 内山

6 夏の空星をつないで散歩する 県立磐田南高等学校定時制 1 杉浦

7 消えてゆく線香花火と一学期 県立静岡西高等学校 3 正島

8 汗がキレイだと初めて思ったの 浜松市立高等学校 3 岡

9 宿題の山と空せみそのままに 浜松市立高等学校 2 緒方

10 画面越し目に映る海君のかな 県立富士東高等学校 1 渡邉

11 潮風に麦わら帽子舞い上がる 県立浜松湖北高等学校 3 深田

12 蝉なくや緑の先に無人駅 県立浜松湖北高等学校 1 藤田

13 マンションの間に現る青田かな 県立清水東高等学校 1 小長井

14 ひと夏の魔法が解ける白い風 加藤学園高等学校 2 前田

15 制服は全部お下がり四月かな 加藤学園高等学校 2 山本

16 ランドセル一年生を背負う春 加藤学園高等学校 2 鈴木

17 シュンと鳴く手持ち花火の波紋かな 県立浜松湖北高等学校 3 松下

18 チューリップかなしい時も赤が好き 県立磐田南高等学校定時制 2 キバン

19 かき氷友にふるまう甘美かな 県立中央特別支援学校高等部 1 K.R

20 窓際で本を片手に見る花火 県立浜松南高等学校 3 遊佐

21 父子無言満天の星キャンプの夜 県立浜松湖北高等学校 1 小笠原

22 浴衣着てふと思い出す漱石の詩 浜松市立高等学校 3 寺田

23 鈴虫の鳴き声響く自習室 浜松市立高等学校 3 川嶋

24 夏休みマンガの世界に入りこむ 県立富士特別支援学校高等部 1 田崎

25 雪催擦れてきたる参考書 浜松学芸高等学校 1 榎本

26 夏終わり気持ちが下がり哀れ気だ 桐陽高等学校 1 神澤

27 通学路リズム奏でるしもばしら 桐陽高等学校 1 田中

28 向日葵を照らし続ける光の輪 桐陽高等学校 2 植松

29 行き場ない熱の居所夏の夜に 桐陽高等学校 2 加藤

30 静かな夜小さく歌うカネタタキ 県立浜松湖北高等学校 3 石原

31 教室でLINE交換四月かな 加藤学園高等学校 2 小野寺

32 ブラウスの白さ輝く春の空 加藤学園高等学校 2 芹澤

33 夏祭り夜風に揺れる髪飾り 県立島田高等学校 1 武藤

34 高々な稲妻雲におぼれてる 県立島田高等学校 1 山口

35 薄の穂白金の波浪打ち立てる 県立島田高等学校 1 村松

36 八月の夏を知らせるげたの音 県立浜北西高等学校 2 稲垣

37 この恋の最後の一口かき氷 星陵高等学校 2 加藤

38 時間とはアイスみたいに溶けていく 誠恵高等学校 1 高槻

39 「三年ぶり」言葉飛び交う盆帰省 県立浜松湖北高等学校 1 田口

40 応援歌したたる汗と背番号 常葉大学附属橘高等学校 3 近藤

41 蝉時雨俺の背中を押して鳴け 誠恵高等学校 3 須田

42 袖濡らし金魚の鰭を追う子かな 県立富士東高等学校 1 渡邊

43 かき氷中凹ませて大室山 桐陽高等学校 2 北山

44 花火の音だんだん溶けるりんご飴 桐陽高等学校 2 藤澤

45 教科書と距離が縮まる夏期講座 桐陽高等学校 1 海原

46 祖父の家しんせき集まる夏休み 県立富士特別支援学校高等部 1 伊東

47 台風は私の余暇も吹き飛ばす 桐陽高等学校 2 秋山

48 排球の声をかき消す蝉の声 誠恵高等学校 1 花村

49 あたらよのあぶくのような天の川 県立浜北西高等学校 2 岡

50 青空とまっすぐ伸びるとうもろこし 県立静岡西高等学校 3 長平
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